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企業理念

種を播き、水をやり、花を咲かせて実らせる
たゆみない努力の積み重ねによって絶えず
新しい仕事を創造していきます。

経営理念

ニチレキグループは、「道」創りを通して社会に貢献するため、

▶ 優れた機能とコストを満足する道路舗装材料ならびに工法の提供
▶ 国民の共有資産である「道」をいつも見守る高度なコンサルティング
▶ 顧客から信頼される施工技術

これらを完全に一体化し、株主をはじめ幅広い顧客の皆様から信頼される
「道」創りになくてはならない収益性に優れた企業グループであり続けるとともに、
社員一人ひとりが能力を発揮でき、働きがいのあるグループであることを経営理念としております。
この理念を遂行するために、法令を遵守するとともに
環境保全、安全に十分配慮することを基本といたします。

ニチレキグループの企業文化そのものである「種播き精神」と経営理念をあわせて
“企業理念”と位置づけております。



　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度の平成28年熊本地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、皆様の安全と被災地の

一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

　ここに、第72期（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）の株主通信をお届けするにあたり、ご挨拶申し上

げます。

　当社グループを取り巻く環境につきましては、公共投資が緩やかに減少する中、資材価格の変動や受注競争の激化

などにより、引き続き厳しい状況にありました。

　当社グループは中期経営計画『Grow up 2015』の最終年として、各施策に取り組んでまいりましたが、こうし

た状況下、当期の連結業績につきましては、前期と比較して減収減益となりました。

　今後の事業環境につきましては、道路インフラの老朽化への対応が政策的に求められる一方、公共事業関係費は緩

やかな減少傾向にあり、企業間の熾烈な受注競争に加えて、原油価格や為替レートの変動による原材料価格等の動向

に注視する必要があるなど、引き続き不透明な環境が予測されます。

　このような状況の中、当社グループは新中期経営計画『Next 2020』を策定し、スタートいたしました。この計画

を強力に推進することによって、環境変化への適応力をさらに高め、グループの『新た

なる成長』を目指してまいります。

　また、法令の遵守をはじめ、安全確保や環境保全などの企業の社会的責任を果たすと

ともに、引き続き企業価値の向上と社会貢献に努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

平成28年6月

株主の皆様へ

代表取締役社長

小 幡   学 2



営業の概況

営業成績
　当連結会計年度の業績につきましては、売上高は48,713百万円（前期比15.8％減）、営業利益は4,382百万円（前
期比12.7％減）、経常利益は4,474百万円（前期比13.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は2,671百万円（前
期比75.0％減）となりました。なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前連結会計年度に発生して
いた負ののれん発生益が無くなった等の影響を受けております。

財務ハイライト

48,713
57,865

第72期

69,549

第70期 第71期 第72期第70期 第71期

4,474

7,853

5,155

第72期第70期 第71期

2,6713,398

10,698

売上高 （単位：百万円） 経常利益 （単位：百万円） 親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

第72期第70期 第71期

42,977
38,967

42,035

第72期第70期 第71期

59,14462,238 60,141

92.34

367.92

第72期

116.84

第70期 第71期

（単位：百万円）純資産 （単位：百万円）総資産 1株当たり当期純利益 （単位：円）
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事業別概況

◉ アスファルト応用加工製品事業
　アスファルト応用加工製品事業につきましては、自社製品および工法の設計・受注活動を推進すると
ともに、経費の削減等に努めてまいりました。売上高は15,729百万円（前期比21.0％減）となり、セ
グメント利益（営業利益）は3,889百万円（前期比4.8％増）となりました。

◉ 道路舗装事業
　道路舗装事業につきましては、発注物件への工法提案や受注活動に加え、原価管理の強化を進め
てまいりました。売上高は32,701百万円（前期比13.2％減）となり、セグメント利益（営業利益）
は2,069百万円（前期比30.4％減）となりました。

◉ その他
　その他につきましては、不動産賃貸収入などにより、売上高は282百万円（前期比1.8％増）と
なり、セグメント利益（営業利益）は210百万円（前期比4.6％増）となりました。

15,729
19,922

第72期

23,749

第70期 第71期 第72期第70期 第71期

32,701

45,522

37,665

第72期第70期 第71期

282277 277

■売上高 （単位：百万円） ■売上高 （単位：百万円） ■売上高
◉ アスファルト応用加工製品事業 ◉ 道路舗装事業 ◉ その他

（単位：百万円）

32.3%32.3%
売上高
構成比

67.1%67.1%

売上高
構成比

売上高
構成比

0.6%0.6%

4



中期経営計画

　当社グループは、企業理念『種を播き、水をやり、花を咲かせて実らせる』を基本とする「道」創
りを通して社会に貢献する経営理念のもと、平成28年度を初年度とする5ヵ年の新たな中期経営計画

『Next 2020』を策定し、スタートすることといたしました。

当社グループが目指す姿
　一人ひとりが能力を発揮して、技術力、営業力、財務体質を強化し、持続的な成
長を遂げることにより、「道」創りになくてはならない企業グループであり続けるこ
とを目指します。

基　本　方　針

Next 2020「新たなる成長」～次のステージへ～

『市場の拡大と深耕』
　環境変化への適応力をさらに高め、持続的に成長する企業グループを目指すため、

『市場の拡大と深耕』を推進し、強固な企業体制・経営基盤の構築を図ります。

新中期経営計画（2016年度～2020年度）
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重　点　施　策

数　値　目　標

顧 客 の 拡 大
●   エリア経営体制を強化し、各エリアと
グループ本社が一体となって顧客に対
応していきます。

●   質と精度の高いソリューションを提案
し、顧客要望に応えていきます。

研究開発力の強化
●   研究開発を軸に、顧客満足度の高い
製品・工法をスピーディーに開発し、
新しい価値を創造していきます。

●   調査技術の開発と活用により、コン
サルティング力を強化し、新たな市
場を開拓していきます。

2015年度実績

連 結 売 上 高 48,713百万円
連結営業利益 4,382百万円
連結経常利益 4,474百万円

2020年度目標

連 結 売 上 高 63,000百万円
連結営業利益 6,000百万円
連結経常利益 6,000百万円

コーポレート・
ガバナンスの強化

●   グループ経営体制の強靱化と中長期的
な企業価値の向上を図るため、コーポ
レート・ガバナンスを強化していきます。

●   新たなる成長に向けて、人材の開発・
育成を推進していきます。
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トピックス

　ニチレキ技術研究所の新たな研究棟が平成28年5月26日に完成いたしました。

　新研究棟は、正面がガラス貼りの開放的な設計となっており、鉄筋2階建、建築面積1,330㎡、

床面積2,490㎡の施設で、次世代の研究開発を視野に入れた最新の実験環境を整えました。

　正面玄関を入ると、展示ギャラリーになっています。日本経済と道路舗装技術の発展と併せて、

ニチレキの技術開発の歴史がわかるパネルの他、新製品・工法を説明するモニターおよび展示

物などが配置され、これらが視覚的に理解できる場を提供しています。

　新研究棟では、研究内容の質と精度をさらに高めるため、従来の実験設備に加えて新たな性

能評価試験機類を配備しており、道路の長寿命化、大規模更新などの社会インフラのメンテナ

ンス時代に対応した環境配慮型の製品・

工法の研究開発を推進していきます。

　また、新工法に関する技術講習会およ

び各種の研修会を行う施設としても整

備・拡充を図ったことにより、研究開発

力の向上にとどまらず、社員研修を通し

た技術力アップにも貢献できる総合的な

研究開発の場として生まれ変わりました。

技術研究所 新研究棟完成

新研究棟全景
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連結財務諸表（要約）

連結貸借対照表
（単位：百万円）

科目 第72期 第71期

資産の部

流動資産 37,654 39,191

固定資産 21,489 20,949

　有形固定資産 13,581 13,260

　無形固定資産 409 284

　投資その他の資産 7,498 7,404

資産合計 59,144 60,141

負債の部

流動負債 12,363 14,879

固定負債 3,803 3,226

負債合計 16,167 18,105

純資産の部

株主資本 41,241 39,546

　資本金 2,919 2,919

　資本剰余金 2,017 2,017

　利益剰余金 38,082 35,991

　自己株式 △1,778 △1,382

その他の包括利益累計額 1,736 2,488

　その他有価証券評価差額金 1,770 2,040

　退職給付に係る調整累計額 △34 448

純資産合計 42,977 42,035

負債及び純資産合計 59,144 60,141

連結損益計算書
（単位：百万円）

科目 第72期 第71期

売上高 48,713 57,865

売上原価 37,496 45,969

売上総利益 11,216 11,896

販売費及び一般管理費 6,833 6,877

営業利益 4,382 5,018

営業外収益 146 149

営業外費用 54 12

経常利益 4,474 5,155

特別利益 87 7,872
特別損失 95 75

税金等調整前当期純利益 4,466 12,952

法人税、住民税及び事業税 1,585 2,024

法人税等調整額 208 159

当期純利益 2,671 10,767

非支配株主に帰属する当期純利益 － 68

親会社株主に帰属する当期純利益 2,671 10,698

連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科目 第72期 第71期

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,447 6,973
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,790 △3,612
財務活動によるキャッシュ・フロー △1,020 △1,143
現金及び現金同等物に係る換算差額 △43 5
現金及び現金同等物の増減額 1,593 2,223
現金及び現金同等物の期首残高 15,293 13,070
現金及び現金同等物の期末残高 16,887 15,293
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会社概要（平成28年3月31日現在）

事業所（平成28年4月1日現在）

代 表 取 締 役 山　内　幸　夫
代表取締役社長 小　幡　　　学
取 締 役 高　橋　保　守
取 締 役 川　口　裕　司
取 締 役 羽　入　昭　吉
取 締 役 江　里　勝　美
取 締 役 ※1 小　林　　　修
取 締 役 ※1 藤　田　浩　司
常 勤 監 査 役 野　村　敏　明
監 査 役 熊　谷　吉　行
監 査 役 ※2 蟹　谷　　　勉
監 査 役 ※2 渋　村　晴　子
※1 社外取締役であります。
※2 社外監査役であります。

商 号 ニチレキ株式会社
本社所在地 東京都千代田区九段北四丁目3番29号
設 立 昭和24年9月
資 本 金 29億1千9百万円
従 業 員 数 728名（連結）、366名（単体）
主な事業内容
◦  アスファルト応用加工製品の製造・販売、建築・土木用資材の製造加工・販売
◦  道路舗装工事・防水工事・上下水道工事ならびにその他の土木工事の請負およ

びこれらに関する調査・設計・監理
◦測量・地質調査
◦  コンピュータ情報サービス・ソフトウェアおよび情報処理機器の開発・販売
◦  屋内外の各種表示および広告の企画･設計･施工ならびにこれらに使用する印刷

物の製造および販売

北海道ニチレキ工事株式会社、東北ニチレキ工事株式会社、
日瀝道路株式会社、日レキ特殊工事株式会社、中部ニチレキ工事株式会社、
近畿ニチレキ工事株式会社、中国ニチレキ工事株式会社、
四国ニチレキ工事株式会社、九州ニチレキ工事株式会社、
朝日工業株式会社

取締役・監査役一覧（平成28年6月29日現在）会社の概要

主な子会社の概要

執行役員会長 ※ 山　内　幸　夫
執行役員社長 ※ 小　幡　　　学
専務執行役員 ※ 高　橋　保　守
常務執行役員 ※ 川　口　裕　司
常務執行役員 ※ 羽　入　昭　吉
常務執行役員 ※ 江　里　勝　美
上席執行役員 根　本　清　一
上席執行役員 寺　田　　　実
執 行 役 員 吉　田　　　努
執 行 役 員 戸　塚　浩　行
執 行 役 員 平　沼　宏　治
執 行 役 員 長　澤　　　勇
執 行 役 員 近　藤　成　則
執 行 役 員 伊　藤　達　也
執 行 役 員 米　谷　博　之
※ 取締役兼務者であります。

執行役員一覧（平成28年6月29日現在）

本社

支　店：9ヶ所
営業所：45ヶ所
出張所：12ヶ所
工　場：19ヶ所
研究所：1ヶ所

中部支店
関西支店

東京支店

関東支店

東北支店

技術研究所

北海道支店

四国支店
中国支店

九州支店
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株式情報（平成28年3月31日現在）

◦発行済株式総数および株主数
発行可能株式総数 90,000,000株
発行済株式の総数※ 28,672,564株
株主数 3,074名
※ 自己株式3,013,391株を除く。

◦株価の推移

◦大株主

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 1,852 6.46
ニチレキ取引先持株会 1,524 5.32
㈱みずほ銀行 1,108 3.87
三井住友信託銀行㈱ 1,100 3.84
CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 680 2.37
日本生命保険（相） 670 2.34

（公財）池田20世紀美術館 630 2.20
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 624 2.18
㈱三菱東京UFJ銀行 529 1.85
ニチレキ従業員持株会 525 1.83

（注） 1.   当社は自己株式3,013,391株を保有しておりますが、上記には含め
ておりません。

 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式の状況 所有者別株式分布状況

株価（円）
1,200

500

600

700

800

900

1,000

1,100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
平成27年 平成28年

自己株式
30,133単元
9.5％

その他国内法人
48,844単元
15.4％

外国人等
47,096単元
14.9％

個人その他
85,609単元
27.0％

金融
101,573単元
32.1％

金融商品取引業者
3,422単元
1.1％

（注）  上記株式数および構成比率には、単元未満株式18,255株は含まれており
ません。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

http://www.nichireki.co.jp
〒102-8222 東京都千代田区九段北4-3-29
TEL：03-3265-1511 FAX：03-3265-1510

ニチレキ株式会社

ご注意

株主メモ

▶住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお
申出ください。

▶未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事 業 年 度 毎年4月1日から3月31日まで
単 元 株 式 数 100株
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当基準日 毎年3月31日
公 告 方 法 電子公告
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
同 事 務 取 扱 所
郵便物送付先・（お問い合わせ先）

168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社証券代行部
Tel.0120-782-031（フリーダイヤル）

（お知らせ）
三井住友信託銀行のフリーダイヤルまたはホームページ
●フリーダイヤル　0120-782-031
●ホームページ　　http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

「IR情報」サイトのご案内（HPリニューアルしました。）

当社ホームページの「IR情報」サイトでは、株主・投資家
の皆様向けの情報として、決算発表資料等を適時掲載して
おります。ぜひご活用ください。

URL: http://www.nichireki.co.jp/investors/


